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１．2kHzの正弦波と7kHzの正弦波の合成波を,サンプリング周波数を12kHzでA/Dしてデジタル信号に変換した後,同じくサンプリング周波数を12kHzでD/Aして聞くことを考える。

1)A/Dの前処理として,図１Ａの部分で行うべき処理を述べよ。

2)D/Aの後処理として,図１Ｂの部分で行うべき処理を述べよ。

3)Ａの処理を行わなかった場合（Ｂの処理は行う）どのような周波数成分の音を聞くことになるか述べよ。

4)Ｂの処理を行わなかった場合（Ａの処理は行う）どのような周波数成分の音を聞くことになるか述べよ。






２．線形時不変システムとは何か説明せよ。また,線形時不変システムの入出力特性は,インパルス応答だけで決まる事を説明せよ。

３．図２aの信号の周波数特性は図２bのようなものであったとする。図２cのように信号を周期波に拡張してこれをフーリエ級数展開すると,どのような周波数特性が得られるか。図２dのように拡張するときはどうなるか。
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図２a　波形





図２b　周波数特性





図２c　図２aを周期Ｔで拡張した波形





図２d　図２aを周期Ｔ’で拡張した波形
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